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村の将来像●自立・活力・協働による元気な村の創造

　

も
う
す
ぐ
梅
雨
で
す
。

　

梅
雨
は
、
降
雨
量
が
増
え
、
地
盤
や
土

砂
が
緩
み
、
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
る

季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

　

村
で
は
、
平
成
28
年
8
月
に
、
大
雨
に

よ
り
、
中
沢
地
区
の
県
道
と
平
根
地
区
の

県
道
の
一
部
崩
壊
や
建
物
内
へ
の
浸
水
被

害
が
発
生
す
る
な
ど
、
大
き
な
被
害
が
も

た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、
角
川
全

域
２
８
２
世
帯
に
避
難
勧
告
が
出
さ
れ
、

避
難
所
へ
の
避
難
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
1
時
間
当
た
り
の
最
大
雨
量
71
㎜
）

　

こ
う
し
た
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
強
い
雨
が
予
想
さ

れ
る
と
き
に
は
、
気
象
庁
が
大
雨
注
意
報

や
大
雨
警
報
を
発
表
し
、
注
意
や
警
戒
を

呼
び
掛
け
ま
す
。
村
で
も
防
災
無
線
等
で

注
意
や
避
難
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

　

突
然
の
災
害
に
備
え
る
た
め
に
も
、
日

頃
か
ら
災
害
時
の
避
難
行
動
を
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

水
害
・

土
砂
災
害
に
備
え
る

▲大雨により、中沢地区の県道が一部崩壊
　（平成28年8月）

やや強い雨（10 ～ 20 ㎜／時）
○ザーザーと降る
○地面からの跳ね返りで足元が濡れる
○雨の音で話し声がよく聞き取れない
○長く振り続ける時は注意が必要

強い雨（20 ～ 30 ㎜／時）
○どしゃ降り
○傘をさしていても濡れる
○車のワイパーを速くしても見づらい
○側溝や下水などが溢れ小規模な崖崩れ
　が始まる

☂
雨
の
強
さ
を
チ
ェ
ッ
ク
！

　

降
雨
に
よ
る
災
害
に
備
え
、
雨
の
強
さ
を

日
頃
か
ら
注
意
し
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
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激しい雨（30 ～ 50 ㎜／時）
○バケツをひっくり返したように降る
○道路が川のようになる
○山崩れ・崖崩れがおきやすくなり、
　危険地帯では避難準備が必要

非常に激しい雨
（50 ～ 80 ㎜／時）

○滝のように降る
○水しぶきであたり一面が白っぽくな
　り、視界が悪くなる
○多くの災害が発生する

避難所だけが避難場所で
は、ありません！

避難準備・
高齢者等避難開始 避難勧告 避難指示

問
合
せ
先

　

危
機
対
策
課　

☎
７
２-

２
１
５
２

※
大
雨
に
よ
っ
て
、
災
害
が
起
こ
る
恐
れ

の
あ
る
時
は
大
雨
注
意
報
や
洪
水
注
意
報
、

重
大
な
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
の
あ
る
時

は
大
雨
警
報
や
洪
水
警
報
、
さ
ら
に
重
大

な
災
害
が
起
こ
る
お
そ
れ
が
著
し
く
大
き

い
時
は
大
雨
特
別
警
報
を
発
表
し
て
、
警

戒
や
注
意
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

情報をゲットしよう

災害に備えよう

避難情報が出たら、早めの避難行動をとろう

平時からチェック！
①家や地域の水害の危険度を知ろう
　ハザードマップは、過去の災害等
での被害を基に想定される浸水範囲
や土砂被害などの情報を地図上に記
載したものです。自宅やその周辺に
どのような危険が潜んでいるのかを
知り、災害時の備えについて考えて
みましょう。

　大雨や夜など、避難の為に外に出
るのが危険な場合に、建物内の今い
る場所より高い場所に避難する、安
全な場所に住んでいる親戚等の家に
避難するという方法もあります。
　村防災無線や防災メール等の情報
をもとに、避難行動を開始しましょう。

○すぐに避難所へ逃げる
○外に出ると命が危ない
時は、自宅内のより安
全な場所等に避難する

○避難していない人は、
緊急に避難場所へ逃げ
る

○外に出ると命が危ない
時は、自宅内のより安
全な場所等に避難する

○避難に時間の要する人
（高齢者、障害者など）
と支援者は避難を始め
る

○その他の人は、避難の
準備を始める

①非常時の持ち出し品を確認しよう
　避難が必要になった時に、すぐに持ち出せるように、非常用持ち出し品をリュックサックなどにひとまとめにし
ておきましょう。具体的な非常用持ち出し品は、下記のチェックシートを参考に自身や家族の状況に応じて、準備
しておきましょう。非常用
持ち出し品の数量は、徒歩
で避難することを考慮して、
避難する方が、無理なく背
負って避難所まで歩ける量
にとどめておきましょう。

　
②避難場所を確認しておこう
　いざという時に速やかに避難するためには、どこに
避難するか、どの道を通って避難すれば安全かを事前
に確認しておきましょう。
 ☛土砂災害ハザードマップ
 ☛避難場所一覧
　上記の情報は、村HPで確認できます。
　http://www.vill.tozawa.yamagata.jp/

食料品 飲料水、乾パン、レトルト食品、缶詰
医薬品 救急医療品、常備薬、マスク、生理用品
貴重品 現金、預金通帳、印鑑、健康保険証、身分証明書
衣　類 下着、タオル、寝袋、雨具、軍手、靴

日用品 ナイフ、缶切り、懐中電灯、ラジオ、電池、ロープ
マッチ、使い捨てカイロ、ティッシュペーパー、ゴミ袋
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【
消
防
庁
長
官
表
彰
伝
達
】

＊
永
年
勤
続
功
労
章

第
3
分
団
副
分
団
長	

細
矢　
　

強

第
3
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

佐
藤　

秀
樹

＊
永
年
勤
続
退
団
者　
15
年
以
上

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
元
班
長	

斉
藤　
　

薫

第
2
分
団
第
1
部
第
2
班
元
班
長	

山
科　
　

誠

第
4
分
団
第
1
部
第
2
班
元
団
員	

齋
藤　
　

聖

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
元
団
員	

斉
藤　

勝
美

第
4
分
団
第
1
部
第
2
班
元
団
員	

秋
保　

靖
志

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
元
団
員	

秋
葉　

孝
幸

【
山
形
県
知
事
表
彰
伝
達
】

＊
金
条
章	

第
1
分
団
第
1
部

＊
特
別
功
労
章

第
2
分
団
副
分
団
長	

荒
木　

秀
一

第
4
分
団
第
1
部
部
長	

大
山　

浩
昭

第
1
分
団
第
3
部
部
長	

伊
藤　
　

悟

＊
功
労
章

第
1
分
団
第
2
部
部
長	

二
戸
部
義
勝

第
2
分
団
第
2
部
部
長	

横
田　

潤
平

第
4
分
団
第
2
部
第
3
班
班
長	

田
中　

秀
利

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

小
林　

直
樹

＊
功
績
章

第
3
分
団
第
1
部
部
長	

田
口　
　

修

第
1
分
団
第
1
部
部
長	

星
川　

昭
仁

第
3
分
団
第
2
部
班
長　

	

柿
崎　
　

修

第
4
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

齋
藤　

高
雄

＊
精
錬
章

第
2
分
団
第
3
部
部
長	

松
田　

友
啓

第
2
分
団
第
1
部
部
長	

安
食　
　

淳

本
部
班
長	

阿
部　

幸
美

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
班
長	

齊
藤　

智
弥

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
班
長	
秋
葉　

健
一

＊
家
族
功
労
者
表
彰

	

木
村
ひ
と
み　
（
本
部
分
団
長　

木
村
武
夫
）
＊

永
年
勤
続
退
団
者
20
年
以
上

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
元
班
長	

斉
藤　
　

薫

第
4
分
団
第
1
部
第
2
班
元
団
員	

齋
藤　
　

聖

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
元
団
員	

斉
藤　

勝
美

第
4
分
団
第
1
部
第
3
班
元
団
員	

秋
保　

靖
志

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
伝
達
】

＊
功
績
章

本
部
分
団
長	

松
田　

洋
一

＊
精
績
章

本
部
分
団
長	

加
藤　

亮
憲

【
山
形
県
消
防
協
会
会
長
表
彰
】

＊
永
年
勤
続
章
40
年

団
長	

伊
藤　
　

一

＊
永
年
勤
続
章
35
年

本
部
分
団
長	

松
田　

洋
一

＊
永
年
勤
続
章
30
年

本
部
副
分
団
長	

細
矢　
　

強

＊
永
年
勤
続
章
25
年

本
部
分
団
長　

	

齊
藤　

輝
仁

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

甲
州　

義
也

第
4
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

大
山　

英
俊

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

小
林　

直
樹

第
4
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

齋
藤　

高
雄

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

大
場　

博
幸

＊
永
年
勤
続
章
20
年

第
1
分
団
分
団
長	

荒
木　
　

誠

第
4
分
団
第
2
部
第
2
班
班
長	

田
中　

友
和

第
2
分
団
第
3
部
第
2
班
団
員	

長
澤　

健
一

第
3
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

安
食　
　

守

第
1
分
団
第
3
部
第
3
班
団
員	

鈴
木　

智
美

第
2
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

八
鍬　
　

悟

平
成
30
年
度　

春
季
消
防
演
習
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第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

早
坂　
　

仁

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

秋
保
林
一
郎

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

秋
葉　

陽
一

＊
永
年
勤
続
章
15
年

第
2
分
団
第
2
部
第
2
班
班
長	

大
友　

賢
吾

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

安
食　

秀
久

第
2
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

荒
川　

卓
也

第
２
分
団
第
3
部
第
2
班
団
員	

安
食　

洋
志

第
4
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

甲
州　

正
孝

第
1
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

中
鉢　

雄
也

第
1
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

高
橋　

大
輔

第
2
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

荒
川　
　

真

第
3
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

柳
田　

裕
樹

第
1
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

山
科　

総
司

第
1
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

早
坂　

清
未

＊
優
良
消
防
団
員

本
部
団
員	

田
中　

澄
絵

第
1
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

加
藤　
　

学

第
2
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

荒
川　

卓
也

第
3
分
団
第
2
部
第
2
班
団
員	

阿
部　

清
志

第
4
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

早
坂　

勝
紀

第
4
分
団
第
1
部
第
3
班
団
員	

齋
藤　

文
生

第
2
分
団
第
1
部
第
2
班
団
員	

荒
川　

翔
平

【
山
形
県
消
防
協
会
最
上
支
部
長
表
彰
】

＊
銀
条
章	

第
2
分
団
第
1
部

＊
優
功
章

第
1
分
団
副
分
団
長	

八
鍬　

英
樹

第
4
分
団
第
2
部
部
長	

早
坂　

孝
之

第
2
分
団
第
2
部
部
長	

横
田　

潤
平

＊
精
励
章

第
2
分
団
第
3
部
第
2
班
班
長	

安
食　

信
一

第
4
分
団
第
1
部
第
2
班
班
長	

影
沢　
　

忍

第
1
分
団
第
1
部
第
2
班
班
長	

大
山　

裕
昭

第
2
分
団
第
1
部
第
1
班
班
長	
影
澤　
　

誠

＊
家
族
功
労
者
表
彰

	

齊
藤　

純
子　
（
本
部
分
団
長　
　

齊
藤
輝
仁
）

	

齊
藤　

る
み　
（
第
3
分
団
班
長　

斉
藤
智
弥
）

【
戸
沢
村
長
表
彰
】

＊
永
年
勤
続
退
団
者
15
年
以
上

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
元
班
長	

斉
藤　
　

薫

第
2
分
団
第
1
部
第
2
班
元
班
長	

山
科　
　

誠

第
4
分
団
第
1
部
第
2
班
元
団
員	

齋
藤　
　

聖

第
3
分
団
第
1
部
第
3
班
元
団
員	

斉
藤　

勝
美

第
4
分
団
第
1
部
第
2
班
元
団
員	

秋
保　

靖
志

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
元
団
員	

秋
葉　

孝
幸

【
戸
沢
村
消
防
団
長
表
彰
】

＊
優
良
消
防
団
員

本
部
団
員	

高
橋　

裕
美

本
部
団
員	

安
食　

仁
美

本
部
団
員	

阿
部　
　

香

本
部
団
員	

安
食　

江
里

本
部
団
員	

阿
部
ひ
ろ
み

本
部
団
員	

田
中
恵
里
香

本
部
団
員	

星
川
麻
奈
美

本
部
団
員	

荒
川　

理
佳

本
部
団
員	

田
中　

友
美

第
3
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

長
澤　

和
暁

第
4
分
団
第
2
部
第
２
班
団
員	

田
中　

武
志

第
3
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

巻　
　

雄
太

第
4
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

安
食　

光
一

第
1
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

星
川　

友
己

第
2
分
団
第
2
部
第
1
班
団
員	

二
戸
部
康
之

第
2
分
団
第
１
部
第
2
班
団
員	

早
坂　

貴
之

第
1
分
団
第
1
部
第
1
班
団
員	

小
野　
　

孝

＊
機
械
器
具
管
理
優
良
章

第
2
分
団
第
1
部
第
2
班

第
4
分
団
第
2
部
第
1
班

　

4
月
29
日
（
日
）、
平
成
30
年
度
春
季
消
防
演

習
が
開
催
さ
れ
、
村
内
の
消
防
団
員
約
３
０
０
名

が
一
堂
に
会
し
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
分
列
行
進
や
小
隊
訓
練
、
放
水
訓
練

な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
消
防
団
員
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
動
き
や
連
携
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
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　５月19日（土）、23日（水）の２日間にかけて、戸沢学
園大運動会が開催され、小学１年生から中学３年生までの
児童や生徒268名が白熱した戦いを繰り広げました。
　当日は、騎馬戦や応援合戦、リレーなど多くの競技が行
われ、選手の一挙一動に多くの声援が送られ、会場は大い
に盛り上がっていました。

　４月26日（木）、統計調査員協議会が行われ、長澤一郎
さん（蔵岡）、早坂勝男さん（元屋敷）、奥山勝夫さん（神田）、
奥山伝子さん（杉沢）の４名に感謝状が贈呈されました。
　この感謝状は、「国勢調査」や「経済センサス基礎調査」
等の社会の基盤となる各種統計調査の業務に長年にわたり
従事し、その功績が認められた方に贈呈されるものです。
　なお、統計調査の結果得られる情報は、社会の現況の把
握や国が行う政策に生かされています。今後、益々のご活
躍をご祈念いたします。

両軍一歩も引かぬ戦いを

　５月13日（日）、グランドヒル市ヶ谷にて、東京戸沢会
会員や村関係者ら約100名が参加し、第31回東京戸沢会総
会が開催されました。
　総会では、平成29年度の事業報告や平成30年度の事業
計画について審議が行われました。また、東京戸沢会より、
赤羽チャリティ物産市の収益金から東京都北区社会福祉協
議会と戸沢村社会福祉協議会に寄附金が贈呈されました。
　総会の終了後の懇親会では、久々の再開を喜び、交流を
深めていました。

第 31 回東京戸沢会総会

長年の統計調査活動に感謝
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平成30年度の

地区会長が決まりました

　平成30年度の地区会長が決まりましたので、お
知らせします。
　今後とも、各地区会の代表として、村政へのご協
力よろしくお願いします。

　戸沢村青少年育成推進員は、次代を
担う青少年の健全育成を図ることを目
的に活動しています。
　村民フォーラムや中井町児童交流の
実施、各地区で開催している通学合宿
や地域共育活動団体への支援、また、
列車内指導や夏休み期間等に村内の巡
回などの浄化活動を実施しています。
村民会議の事業の趣旨をご理解いただ
き、各種事業への参加や地域共育団体
の活動、児童・生徒の見守り等につい
て、ご協力下さるようお願いします。

地　区　名 会　長　名 備　考 地　区　名 会　長　名 備　考
岩 清 水 地 区 山 科 孝 男 古 口 （ 裏 ） 地 区 土 田 英 悦
金 打 坊 地 区 松 田 和 幸 古 口 （ 下 ） 地 区 山　内　登美男
津 谷 地 区 髙 橋 　 茂 監　事 上台・猪ノ鼻地区 寺 内 恵 一 会　長
向 名 高 地 区 竹 田 　 高 理　事 山 ノ 内 地 区 井 上 　 正 監　事
名 高 地 区 荒 川 　 忍 理　事 中 沢 地 区 甲 州 和 芳
濁 沢 地 区 柿 﨑 孝 一 副会長 滝 ノ 下 地 区 安　食　喜一郎 副会長
神 田 地 区 高 橋 　 清 理　事 十 二 沢 地 区 秋 保 敏 明
杉 沢 地 区 柿　﨑　喜与志 下 本 郷 地 区 安 食 健 市
野 口 地 区 加 藤 久 和 上 本 郷 地 区 安 食 輝 敏
上 松 坂 地 区 八 鍬 雄 一 畑 ケ 地 区 齋 藤 竹 良
下 松 坂 地 区 中 鉢 勝 宏 綱 取 地 区 早 坂 　 敏
向 松 坂 地 区 黒 坂 好 幸 元 屋 敷 地 区 早 坂 嘉 弘
蔵 岡 地 区 長 澤 勇 夫 理　事 与 吾 屋 敷 地 区 早 坂 孝 一
岩 花 地 区 斉 藤 智 広 片 倉 地 区 羽 賀 孝 慶
出 舟 地 区 長 沢 吉 弥 平 根 地 区 田 中 昭 一
真 柄 地 区 細 矢 義 弘 理　事 勝 地 地 区 田 中 明 美 理　事
古 口 （ 上 ） 地 区 佐 藤 一 夫 上 野 地 区 田 中 敏 喜 監　事
古 口 （ 中 ） 地 区 山 内 　 弘 沢 内 地 区 阿 部 光 一 理　事

平成30・31年度の戸沢村

青少年育成推進員が決まりました

氏　　名 地　区 役　　職
柿 　崎　 英　 矢 向 名 高 会　長
荒  川  精  治 名 高 副会長
矢  口  圭  介 上 松 坂 副会長
松  田  洋  一 金 打 坊 村民会議幹事
加  藤  政  一 古 口 村民会議幹事
早  坂  信  一 古 口 村民会議幹事
安  食  信  和 蔵 岡 村民会議幹事
山  崎  里  美 津 谷 村民会議幹事
和  田  良  子 古 口 村民会議幹事
八  鍬  英  樹 上 松 坂 村民会議幹事
荒  木       誠 野 口 村民会議幹事
阿  部  光  樹 沢 内 村民会議幹事
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『旅屋おかえり』　　　　　　　原田　マハ

売れないアラサータレント “おかえり” こ
と丘えりか。そんな彼女が始めたのは、人
の代わりに旅をする仕事だった。
依頼人の代わりに北は秋田、南は愛媛へ。
行く先々で出会った人を笑顔に変えていく。
感涙必至の物語。（書籍あらすじより）

『ぼく仮面ライダーになる』　　　　 のぶみ

仮面ライダーになりたいか
んたろう。ベルトもバイク
もつくったし、へんしんも
ポーズもしたけれど。でも、
まだ仮面ライダーになれま
せん。（書籍あらすじより）

『祖父母手帳』

森戸　やすみ

もう孫育てで悩まな
い！祖父母＆親世代
の常識ってこんなに
違う？
「今」と「昔」の違いを『妊娠編』『育
児編』に分けて徹底比較！これか
らお孫さんが生まれる方も、今現
在孫育て中の方も必見の一冊です。

『つくって楽しむわら工芸』

瀧本 広子 編／大浦 佳代 取材・執筆

わら加工の世界をもっ
と身近で奥深く。正月
飾り、鶴・亀飾り、一
輪挿し、など、ワラ加
工の楽しみを広げる一
冊。　（農文協HPより）

夜間開放の日

 7月2日（月）
19：00 ～ 20：30

毎月最初の月曜日を基本
として、おはなしサーク
ルくれよんのメンバーが
夜の図書室で皆さんをお
待ちしています。ぜひ足
をお運びください！

健康福祉課からのお知らせ

♡子育てをするママ同士の交流の場と、産後のからだ作りをかねて、３Ｂ体操を開催します。ママはもちろん、
ご家族の方もぜひご参加ください♡
日　時　平成30年６月20日（水）10：30 ～ 11：30（受付10：00 ～）
場　所　戸沢保育所	 講　師　髙橋　真由美　氏（3B体操インストラクター）
内　容　３Ｂ体操（ママ向けのストレッチや簡単な体操など）
対　象　３ヶ月児から10ヶ月児	 持ち物　バスタオル１枚
　　　　※参加するママは動きやすい服装でお越しください。当日は、会場に保健師もいますので、育児の相
　　　　　談や赤ちゃんの身体測定もできます。
担　当　健康福祉課健康推進係　☎72-2364（内線145）

すこやか教室のお知らせ

職　　　種　　看護師　１名程度　　　　　　　　　勤 務 場 所　　　　戸沢村中央診療所
採 用 時 期　　平成30年９月１日～
資　　　格　　昭和48年４月１日以降に生まれた方で、看護師資格を有する方
受 付 期 間　　平成30年６月11日～平成30年６月25日　午前９時から午後５時（土・日・祝祭日を除く）
申 込 方 法　　（1）提出書類
　　　　　　　　・申込書と履歴書（申込用紙は健康福祉課福祉係内に用意します）　・看護師免許の写し
　　　　　　　（2）提出先　　戸沢村健康福祉課　（郵送可）　〒999-6401 山形県最上郡戸沢村大字古口270
面　接　日　　後日連絡します
労働条件等　　戸沢村臨時職員の契約等に係る事務取扱要綱による（詳細はお問い合わせください）
問 合 せ 先　　戸沢村健康福祉課（今井）　☎72-2364

戸沢村中央診療所臨時看護師募集案内

※今年度、平成 31 年度新規採用看護師（正職員）の募集を予定しています。

vol.59



● 9●

2 0 1 8 . 6 . 1  N o . 5 5 9

住民税務課からのお知らせ

地域包括支援センターからのお知らせ

建設水道課からのお知らせ

共 育 課 か ら の お 知 ら せ

　先日、村内のゴミステーションにて、正しい分別ができていないゴミが発見されました。正しくゴミの分別
ができていないと、回収することができません。スムーズなゴミ回収の為にも、もう一度、正しいゴミの出し
方を確認しましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ先　住民税務課住民生活係　☎72-2326

もう一度！正しいゴミの出し方をチェック！

　　　　　　　　　　　　健康福祉課にあります。

連 絡 先　 ７２－２３６４　健康福祉課
　　　　　 ３２－０６６１　直通電話
担 当 者　 村上　万里子　（保健師）
　　　　　 小沼　　美紀　（社会福祉士）
　　　　　 安食　　仁美　（主任ケアマネ）

村営住宅　真柄団地303号室（１室）　戸沢村大字古口3001-20
募集期間　平成30年６月５日（火）～ 18日（月）
入居条件　・住宅に困窮していること　　・同居する親族がいること　　・暴力団員ではないこと　　　等
問合せ先　建設水道課建設係　☎72-2547

　第２弾は「大人の趣味・実用書」がテーマ！小物づくり、畑づくり、健康づくり、生涯学習のススメとして、
村図書室にはない本を展示、貸出いたします。ぜひぜひ本を借りに来てください。
展示期間　６月４日（月）～７月27日（金）　　　　　貸出期間　６月４日（月）～７月23日（火）
　　　　　※８月からは、「スポーツ・運動にかかわる本」がテーマの本になります。
問合せ先　戸沢村共育課社会教育体育係　☎72-2304

戸沢村地域包括支援センター

公営住宅入居者募集

山形県立図書館特別貸出企画　第２弾　　テーマ：「大人の趣味・実用書」

山形県立図書館の本を読もう！

介護のこと
病気のこと
認知症のこと
生活やお金のこと
家族のこと
近所の人のこと
・・・・・ちょっと気になる事。心配なこと。

健康づくり・地域づくり　
を取り組んでいます。

各地区への出前講座やサロン立上げ等。。。
ご相談ください！

ワンストップ！相談窓口です！！

①ビニール・プラスチック類は、燃やせるゴミへ
　ビニールホースや長靴、プラスチック製品などは、
全て燃やせるゴミになります。燃やせないゴミと混ぜ
ないように
してくださ
い。

②ビンは色ごとに分別しない
　酒・ジュース、調味料などの空きビンは、ふたをとり、
中を水ですすいで青いコンテナに入れてください。
※透明なビンと色
　つきのビンを分
　別する必要はあ
　りません。
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規制区間内にお住いの皆様へ

大雨による国道47号通行止めにご理解願います

1. 事前通行規制区間とは
　「事前通行規制区間」とは、大雨によって発生した過去の道路災害（がけ崩れや地滑り等）の記録から、大雨により
連続雨量が規制値に達した場合、道路を利用する皆様の安全を確保するために災害が発生する前に全面通行止めを実
施する区間です。
　新庄国道維持出張所管内には「事前通行規制区間」が3箇所あります。
　　　　・国道13号　金山町外沢　　～　真室川町及位　※主寝坂道路（自動車専用道路）は通行可
　　　　・国道47号　新庄市畑　　　～　戸沢村蔵岡　　※迂回路あり（国道458号・（主）新庄戸沢線）
　　　　・国道47号　戸沢村猪ノ鼻　～　戸沢村草薙
　これらの区間では降り始めからの雨量が規制値である150㎜を超えると全面通行止めになります。

2. 規制区間内にお住いの方へのご対応について
（1）猪ノ鼻地区にお住まいの方
 　・新庄方面から帰宅の場合・・・原則通行止めですが、事情がある場合は遮断機にいる誘導員に住所を証明できる
 　　　　　　　　　　　　　　　　もの（免許証など）を提示し、自らの責任において自宅まで通行してください。
 　・酒田方面から帰宅の場合・・・危険ですので通行できません。国道112号へ迂回するか、一時避難場所「白糸集
 　　　　　　　　　　　　　　　　会場」（8時～ 17時）へお願いします。

（2）土湯地区にお住まいの方
 　・新庄方面から帰宅の場合・・・危険ですので通行できません。国道112号へ迂回するか、一時避難場所「戸沢村
　 　　　　　　　　　　　　　　　役場」へお願いします。
 　・酒田方面から帰宅の場合・・・原則通行止めですが、事情がある場合は遮断機にいる誘導員に住所を証明できる
 　　　　　　　　　　　　　　　　もの（免許証など）を提示し、自らの責任において自宅まで通行してください。

（3）高屋地区にお住いの方
 　 ・新庄方面から帰宅の場合・・・危険ですので通行できません。
　 　　　　　　　　　　　　　　　一時避難場所「戸沢村役場」へお願いします。
 　・酒田方面から帰宅の場合・・・危険ですので通行できません。
　 　　　　　　　　　　　　　　　一時避難場所「白糸集会場」（8時～ 17時）へお願いします。

3. 規制時における緊急車両への対応
（1）緊急車両（警察・消防・救急）は通行を認める。（ただし通行は自己責任）
（2）役場、JR、東北電力、NTTなど公共的な機関で緊急に通行を要する車両は通行を認める。（ただし通行は自己責任）

　

お問い合わせ先　国土交通省　山形河川国道事務所　新庄国道維持出張所
　　　　　　　　〒996-0041　山形県新庄市大字鳥越字舟田608-2
　　　　　　　　TEL0233-22-1581　FAX0233-22-8396
　　　　　　　　ホームページ　http://www.thr.mlit.go.jp/yamagata/syucho/shiniji/index.html

新 庄 国 道 維 持 出 張 所 平成3 0年 5月
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地域おこし協力隊奮闘記 Vol.30

　地域おこし協力隊とは、「地方で人口減少や高齢化が進み人材不足が叫ばれる中で、地方での生活を望む
都市部の人たちがそこに移り住み、地域の活性化のために、まちおこしの一員となって活動する」。そんな
人たちのことを指します。戸沢村でも、３名の「地域おこし協力隊」が村おこしのために活動しています。
　広報とざわでは、３名の活動の様子を紹介します。

■
今
月
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木
英
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ド
、
２
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２
０
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ン
ピ
ッ
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外
か
ら

多
く
の
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客
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本
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ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
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う
い
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方
々
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戸
沢
村
に
お
越
し
い
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だ
け
る
よ
う
に
、
素
晴
ら
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さ
が
伝
わ
る
よ
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在
村
の
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訳
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国
内
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必
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必
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情
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す
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さ
せ
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思
っ
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ま
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鶴
川
幸
代
隊
員

村
に
来
て
ち
ょ
う
ど
一
年
が
た
ち
ま
す
。
制

　
　
　

作
す
る
上
で
私
が
一
番
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
は
、「
地
域
性
」
が
に
じ
み
出
る
も
の
を
作

り
出
す
こ
と
。
そ
の
地
域
や
そ
こ
に
住
む
人
達
の

「
本
質
」
を
見
極
め
て
可
視
化
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
デ
ザ
イ
ン
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
農
家
さ
ん
と
配
送
用
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
制
作

し
て
い
ま
す
。
農
家
さ
ん
の
や
っ
て
い
る
事
を
一

緒
に
体
感
し
、
問
題
点
を
共
有
し
な
が
ら
食
事
し

た
り
お
茶
を
の
ん
だ
り
、
制
作
に
と
り
か
か
る
ま

で
の
時
間
は
と
て
も
（
一
番
）
大
事
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
勉
強
会
を
頻
繁
に
開
い
て
、
微

生
物
の
仕
組
み
や
気
候
の
性
質
を
生
か
し
た
良
質

の
堆
肥
を
改
良
し
ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
繰
り
返
し

な
が
ら
、
よ
う
や
く
納
得
の
い
く
作
物
の
生
産
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
農
家
さ
ん
。
こ
う
し
た
背

景
や
本
音
ま
で
迫
る
と
大
事
な
部
分
が
見
え
て
き

て
、
地
域
性
が
出
る
デ
ザ
イ
ン
に
つ
な
が
る
気
が

し
て
い
ま
す
。

■
今
月
の
鶴
川
慶
三
隊
員名

高
地
区
の
矢
口
人

　
　
　

形
さ
ん
と
の
企
画

タ
ヌ
キ
マ
ス
コ
ッ
ト
『
ト

ロ
ポ
ン
』
を
コ
ス
ト
を
か

け
ず
に
改
良
及
び
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
本
業
で
あ
る
ひ
な
人
形
の
生
地
の
生
産

工
程
を
仕
上
げ
段
階
で
使
用
す
る
胡
粉
（
貝
殻
を

焼
い
て
作
成
す
る
白
い
顔
料
）
に
ド
ブ
漬
け
さ
せ

て
み
ま
し
た
！

　

白
い
お
菓
子
み
た
い
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
し
た
け

ど
実
物
は
予
想
以
上
に
良
い
感
じ
で
す
。

　

さ
ら
に
今
回
は
ラ
バ
ー
の
台
座
を
く
っ
つ
け
て

車
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
上
な
ど
に
接
着
で
き
る
よ

う
な
工
夫
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

写
真
か
ら
も
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
が
、
さ
す
が
は
ト
ロ
ポ
ン
。
ド
ブ
漬
け
さ
れ
た

に
も
関
わ
ら
ず
キ
レ
ッ
キ
レ
の
お
ト
ボ
け
顔
で

す
。
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「
女
性
の
た
め
の
労
働
相
談
ホ
ッ
ト

　
ラ
イ
ン
」

○
日
時　
6
月
15
日
（
金
）、16
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
17
時

○
相
談
内
容　
賃
金
カ
ッ
ト
や
パ
ワ
ハ

ラ
な
ど
の
働
く
女
性
の
悩
み

の
相
談

○
相
談
方
法　
電
話
相
談
（
無
料
）

○
相
談
電
話

　
　
　　
０
１
２
０�

１
５
４�

０
５
２

「
自
衛
官
採
用
制
度
説
明
会
」

○
日
時　
6
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
～
17
時

○
場
所　
戸
沢
村
中
央
公
民
館

○
問
合
せ
先　
新
庄
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　

☎
２
２�

５
０
５
７

※
当
日
、
都
合
の
つ
か
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
個
別
対
応
も
致
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
最
上
地
域
み
ん
な
で
子
育
て
応
援

　
団　

Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
マ
ル
シ
ェ
」

○
日
時　
6
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
12
時

○
場
所　
ゆ
め
り
あ　

花
と
緑
の
交
流

ひ
ろ
ば

○
対
象　
小
学
校
6
年
生
ま
で
の
お
子

さ
ん
の
い
る
世
帯
等

○
費
用　
無
料

○
問
合
せ
先　
最
上
総
合
支
庁
子
ど
も

家
庭
支
援
課

　
　
　
　

☎
２
９�

１
２
４
５

「
平
成
30
年
度　
山
形
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

○
日
時　
6
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

○
場
所　
遊
学
館　

ホ
ー
ル

○
テ
ー
マ　
「
ど
っ
こ
い
方
言
は
生
き

て
い
る
」　

○
定
員　
３
０
０
名
（
先
着
順
）

○
申
込
締
切　
6
月
26
日
（
火
）

○
申
込
・
問
合
せ
先　
山
形
県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

☎
０
２
３�

６
２
５�

６
４
１
１

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
礎
研
修
」

○
日
時　
7
月
3
日
（
火
）、4
日
（
水
）

　
　
　
　

9
時
15
分
～
16
時

○
場
所　
山
形
県
立
山
形
職
業
能
力
開

発
専
門
校

○
受
講
料　
６
，
０
０
０
円

○
応
募
締
切　
6
月
13
日
（
水
）

○
申
込
・
問
合
せ
先　
山
形
県
立
山
形

職
業
能
力
開
発
専
門
校

　
　
　

☎
０
２
３�

６
４
４�

９
２
２
７

「
山
形
県
立
保
健
医
療
大
学
公
開
講
座
」

○
日
時　
7
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

○
場
所　
最
上
広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ

め
り
あ　
ホ
ー
ル
ア
ベ
ー
ジ
ュ

○
内
容　
「
考
え
よ
う
！
健
康
と
福
祉
」

を
テ
ー
マ
に
2
講
座

○
申
込
・
問
合
せ
先　
山
形
県
立
保
健

医
療
大
学　

　
　
　

☎
０
２
３�

６
８
６�

６
６
７
１

「
平
成
30
年
度　

裁
判
所
職
員
採
用

　
一
般
職
試
験
」

○
受
付
期
間　

　
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
】

　
　
　

7
月
10
日
（
火
）
～
19
日
（
木
）

　
【
郵
送
】

　
　
　

7
月
10
日
（
火
）
～
13
日
（
金
）

○
試
験
日　
9
月
9
日
（
日
）

○
問
合
せ
先　
山
形
地
方
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
人
事
第
一
係

　
　
　

☎
０
２
３�

６
２
３�

９
５
１
１

「
平
成
30
年
度
危
険
物
取
扱
者
保
安

　
講
習
会
」

○
日
時　
10
月
4
日
（
木
）
一
般
講
習

　
　
　
　
　
　

5
日
（
金
）
給
油
取
扱

　
　
　
　
　
　
　

所
講
習

○
場
所　
最
上
総
合
支
庁

○
受
講
料　
４
，
７
０
０
円

○
申
込
受
付　
6
月
25
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

～
7
月
20
日
（
金
）

○
申
込
・
問
合
せ
先　
山
形
県
危
険
物

安
全
協
会
連
合
会　

　
　
　

☎
０
２
３�

６
３
２�

５
７
４
４

「
平
成
30
年
度
山
形
県
調
理
士
試
験
」

○
日
時　
10
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

○
場
所　
山
形
県
庁

○
願
書
配
布
場
所　
各
保
健
所
生
活
衛

生
課

○
申
込
期
間　
6
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

～
29
日
（
金
）

○
問
合
せ
先　
県
食
品
安
全
衛
生
課
食

品
衛
生
企
画
担
当　

　
　
　

☎
０
２
３�

６
３
０�

２
６
７
７

「
平
成
30
年
度
山
形
県
介
護
支
援
専

　
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
」

○
日
時　
10
月
14
日
（
日
）
10
時
～

○
場
所　
山
形
ビ
ッ
ク
ウ
イ
ン
グ

○
受
験
手
数
料　
７
，
７
０
０
円

○
申
込
期
間　
6
月
8
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

～
29
日
（
金
）

○
申
込
・
問
合
せ
先　
社
会
福
祉
法
人

山
形
県
社
会
福
祉
協
議
会　

山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
２
３�

６
２
２�

２
７
７
６
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ト
ラ
ク
タ
ー
に
田
植
え
機
、

軽
ト
ラ
ッ
ク
・
・
・
。
先
月
は
、

こ
う
し
た
農
作
業
車
ば
か
り
見

て
い
た
気
が
し
ま
す
。
5
月
に

入
り
、
村
内
各
地
で
、
田
植
え

が
全
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

大
事
に
育
て
た
苗
を
植
え
、
秋

の
収
穫
に
向
け
、
着
々
と
準
備

を
進
め
る
。
毎
年
恒
例
の
出
来

事
で
、
見
慣
れ
た
風
景
で
は
あ

り
ま
す
が
、
私
の
中
で
は
、
春

を
感
じ
る
、
ど
こ
か
安
心
す
る

風
景
で
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
田
ん
ぼ
は
、
季
節

の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
私

た
ち
に
様
々
な
か
お
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
春
に
は
丁
寧
に
代

掻
き
さ
れ
た
ま
っ
さ
ら
で
き
れ

い
な
水
田
、
夏
に
は
大
き
く

青
々
と
成
長
し
花
を
咲
か
せ
る

稲
、
秋
に
は
黄
金
色
で
た
っ
ぷ

り
の
実
を
つ
け
た
稲
穂
。
い
つ

も
何
気
な
く
見
て
い
る
田
ん
ぼ

で
す
が
、
少
し
視
点
を
変
え
る

と
、
季
節
ご
と
に
様
々
な
変
化

を
見
せ
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら

田
植
え
を
終
え
た
田
ん
ぼ
が
ど

の
よ
う
な
変
化
を
見
せ
て
く
れ

る
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

編
集
者
の

コ
ラ
ム
Vo　
74

　自動車は、生活に欠かせない移動手段となっているのみならず、様々な部品等が販売されており、手軽に取
り付け等ができる状況にあります。
　しかしながら、灯光の色が不適切な灯火器及び回転灯の取り付け、運転者席・助手席の窓ガラスへの着色フ
ィルムの貼付等の不正改造を施された車両が存在し、国民生活の安全・安心を脅かしていることが問題となっ
ております。
　国土交通省では、これら不正改造を排除し、車両の安全確保及び環境保全を図るため、関係省庁、自動車関
係団体等と協力して、「不正改造車を排除する運動」を全国的に展開しており、特に６月を強化月間として重
点的な取り組みを行っています。
国土交通省東北運輸局　山形運輸支局検査・整備・保安部門　☎023-686-4714

　この度、「ゆめりあ」にある情報案内センターに官公庁、各種サークル等、皆さんからご利用いただけるように、
マスコミへの取材依頼や情報提供をするための連絡ボックスを設置しました。
　つきましては、イベントや新商品のＰＲ等、周知したいものがありましたら、チラシや内容の分かるものを
連絡ボックスに投入し、ぜひ、ご活用ください。
問合せ先　最上広域市町村圏事務組合総務課　☎22-2674

　労働保険料の申告・納付期限は「7月10
日（火）」です。まだ手続きがお済みでな
い事業主の方は、お近くの金融機関又は労
働基準監督署で申告・納付の手続きを行っ
てください。
　申告書作成にあたって、不明な点がござ
いましたら、コールセンター ☎0120-70
0-244にお問い合わせください。

自動車の不正改造は犯罪です！

マスコミ用連絡ボックスをご活用ください

労働保険料の申告・納付に関する

お知らせ

健康カレンダー（6月分）

日程 内容 場所 時間
5日 母親教室・母子手帳交付 保健センター 13：30～
6日 人間ドック 最上検診センター 7：00～

8日 健康相談・結果報告会
蔵岡公民館 9：30～
杉沢公民館 13：30～

11日 総合健診 中央公民館 7：00～

15日 健康相談・結果報告会
改善センター 9：30～
十二沢公民館 13：30～

27日 人間ドック 最上検診センター 7：00～

採用種目 募集資格 受付期間 試験日

自衛官候補生 18歳以上、27歳未満 年間を通じて 6月24日（日）

一般曹候補生 18歳以上、27歳未満 7月1日（日）～ 9月7日（金） 9月21日（金）～ 23日（日）

自 衛 官 等 募 集

問合せ先　新庄地域事務所　☎22-5057
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村の人口と世帯
（4月末現在） 4,651人（ー5人）〈男2,233人（ー4人）、女2,418人（ー1人）〉1,613世帯（ー3世帯）※（  ）内の数値は、3月末現在との比較

表紙のことば
　表紙は、戸沢学園運
動会の様子です。小学
生・中学生が学年を超
えて協力し、お互いを
応援し合いながら、頑
張っている姿がとても
印象的でした。

　５月20日（日）、畑ヶワラビ園が開園しました。村内外から
約200名の方が来園し、ワラビの収穫を楽しみました。
　ワラビの収穫後には、旬の山菜がたっぷり入った山菜汁やワ
ラビのお浸しが振る舞われ、参加者は早速、旬の味覚に舌鼓を
打っていました。
　畑ヶワラビ園は、７月１日（日）まで開園しており、約１ヶ
月間、ワラビの収穫を楽しむことができます。

農村環境
改善センター

畑ヶワラビ園 ACCESS
○JR古口駅から車で20分
問合せ先
戸沢村観光物産協会
☎0233-72-2110

畑ヶワラビ園開園！

春の味 覚とり放題
わらび

畑ヶワラビ園
の行き方

角川の

おいしいワラビを

召し上がれ！
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